
政
軍
関
係
の
あ
り
方
に
関
す
る
一
研
究
（
小
森
）

（
八
六
三
）

政
軍
関
係
の
あ
り
方
に
関
す
る
一
研
究

│
文
民
統
制
と
安
全
保
障
の
あ
る
べ
き
均
衡
に
注
目
し
て

│
小　
　

森　
　

雄　
　

太

1　

問
題
の
所
在

⑴　

本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
近
代
型
以
降
の
政
軍
関
係
（politico-m

ilitary relations
）
の
主
要
な
形
態
で
あ
る
文
民
統
制
（civilian control over the 

m
ilitary

）
と
安
全
保
障
（national security

）
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
近
代
以
降
の
日
本
を
事
例
と
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

周
知
の
様
に
、
明
治
以
降
の
日
本
に
お
い
て
は
、
元
老
や
政
党
が
軍
部
を
凌
駕
し
、
政
治
の
軍
事
へ
の
優
越
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

三
四
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
六
四
）

し
か
し
、
昭
和
初
期
以
降
、
軍
部
が
統
帥
権
の
独
立
性
を
盾
に
政
府
の
介
入
を
拒
絶
し
、
政
治
介
入
を
行
っ
た
結
果
、
太
平
洋
戦
争
で
の

敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
後
、
陸
海
軍
は
解
体
さ
れ
た
が
、
冷
戦
の
激
化
に
よ
り
、
再
軍
備
が
行
わ
れ
た
。
す
る
と
、

今
度
は
過
剰
な
ま
で
に
自
衛
隊
を
抑
制
的
に
運
用
す
る
と
い
う
文
官
統
制
が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
冷
戦
終
結
と
頻
発

す
る
低
強
度
紛
争
に
対
応
す
る
日
米
同
盟
の
全
般
的
な
深
化
に
伴
う
自
衛
隊
の
業
務
拡
大
に
よ
る
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
残

存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政
軍
関
係
研
究
の
先
進
国
で
あ
る
米
国
で
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
長
期
化
或
い
は
泥
沼
化
に
よ
り
、
日
本
の
文
官

統
制
に
代
表
さ
れ
る
文
民
の
絶
対
的
優
位
を
許
容
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
か
ら
、
軍
部
へ
の
一
定
程
度
の
権
限
移
譲
を
許
容
し
、

文
民
統
制
と
安
全
保
障
の
あ
る
べ
き
均
衡
を
意
識
す
る
考
え
方
へ
と
回
帰
し
つ
つ
あ
る
（
三
浦
二
〇
一
〇
）。

本
稿
は
前
述
の
政
軍
関
係
研
究
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
、
軍
部
優
位
か
ら
文
官
優
位
へ
と
極
端
に
変
化
し
た
日
本
の
政
軍
関
係
を
考
察

す
る
。
そ
し
て
、
文
民
に
よ
る
軍
事
へ
の
過
剰
介
入
及
び
軍
部
に
よ
る
政
治
介
入
の
実
態
や
傾
向
を
解
明
し
、
あ
る
べ
き
政
軍
関
係
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

⑵　

本
稿
の
分
析
枠
組
み

近
代
以
降
の
政
軍
関
係
に
つ
い
て
、
先
進
国
に
お
い
て
は
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
皆
無
で
あ
る
一
方
、
発
展
途
上
国
で

は
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
頻
発
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
軍
政
が
施
行
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
政

軍
関
係
研
究
で
は
あ
る
種
の
常
識
で
あ
る
が
、
民
主
化
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
と
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
（
1
）

。

第
一
段
階
と
し
て
は
、
発
展
途
上
国
に
代
表
さ
れ
る
安
全
保
障
を
最
優
先
し
て
、
文
民
統
制
を
軽
視
或
い
は
無
視
す
る
段
階
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
期
、
特
に
日
露
戦
争
以
前
の
日
本
や
発
展
途
上
国
が
該
当
す
る
。
第
二
段
階
と
し
て
は
、
民
主
主
義
が
勃
興
し
、
文
民
統
制

三
四
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政
軍
関
係
の
あ
り
方
に
関
す
る
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研
究
（
小
森
）

（
八
六
五
）

が
主
張
さ
れ
る
様
に
な
る
一
方
、
安
全
保
障
を
優
先
す
る
志
向
も
衰
え
ず
、
そ
の
結
果
、
文
民
統
制
と
安
全
保
障
が
激
突
す
る
段
階
で
あ

る
。
こ
の
状
態
は
民
主
化
途
上
体
制
と
も
表
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
大
正
期
の
日
本
や
新
興
工
業
国
が
該
当
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
の

段
階
と
し
て
、
勃
興
し
た
民
主
主
義
を
基
盤
と
す
る
文
民
統
制
を
前
提
と
し
た
安
全
保
障
の
確
立
を
志
向
す
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階

で
は
、
政
府
や
議
会
の
優
位
が
確
立
さ
れ
、
軍
隊
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
等
は
想
定
さ
れ
得
な
い
政
治
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

二
・
二
六
事
件
（
一
九
三
六
年
）
以
前
の
昭
和
期
、
或
い
は
太
平
洋
戦
争
以
降
の
日
本
や
英
米
等
の
西
欧
諸
国
が
該
当
す
る
（
小
森

二
〇
一
二
：
三
四
）。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
取
り
扱
う
文
民
統
制
は
、
具
体
的
に
は
「（
政
府
や
議
会
に
代
表
さ
れ
る
）
文
民
に
よ
る
（
陸
海
空
軍
や
国
境
警
備
隊
と

い
っ
た
準
軍
事
組
織
等
の
）
軍
部
に
関
す
る
予
算
や
人
事
、
作
戦
行
動
等
の
管
理
・
統
制
」
で
あ
る
。
こ
の
文
民
統
制
を
実
施
す
る
為
の
方

法
論
と
し
て
は
、
文
民
が
軍
部
の
細
部
に
至
る
ま
で
管
理
・
統
制
す
る
主
体
的
文
民
統
制
（subjective civilian control

）
と
一
定
程
度
の

軍
部
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
客
体
的
文
民
統
制
（objective civilian control

）
が
存
在
し
て
い
る
（H

untington 1985

：80-86

）。

一
方
、
安
全
保
障
の
目
的
は
国
家
の
平
和
と
安
寧
を
担
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
手
段
で
あ
る
戦
争
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
が
『
戦
争
論
』
に
お
い
て
、「
敵
を
し
て
わ
れ
ら
の
意
思
に
屈
服
せ
し
め
る
た
め
の
暴
力
行
為
」
で
あ
り
、「
一
つ
の
政
治
的
手

段
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
二
〇
〇
一
：
三
五
、
六
三
）。
こ
の
規
定
は
戦
争
を
始
め
と
す
る
安
全
保
障
が
政
治
的

行
為
の
連
続
体
で
あ
り
、
政
治
と
の
関
係
に
よ
っ
て
戦
争
の
規
模
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
は
、
文
民
統
制
は
国
家
構
造
の
一
要
素
で
あ
る
の
に
対
し
、
安
全
保
障
、
特
に
戦
争
は
政
治
行
為
の
延
長
線
上
に
存
在

す
る
手
段
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
対
立
概
念
で
は
な
い
。
し
か
し
、
特
に
太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
対

立
す
る
も
の
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
2
）

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
関
係
性
、
換
言
す
る
と
対
立
構
造
に
無
い
こ
と
を
明
ら
か

三
四
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経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
六
六
）

に
す
る
こ
と
は
、
政
軍
関
係
研
究
を
発
展
に
寄
与
す
る
理
論
的
基
礎
を
提
供
し
得
る
と
考
え
る
。

こ
の
様
な
前
提
を
踏
ま
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
、「
文
民
統
制
と
安
全
保
障
は
対
立
関
係
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
仮
説
を
設
定
す
る
。

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
為
、
前
述
の
政
軍
関
係
の
諸
段
階
を
踏
ま
え
て
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
（S

. P
. H
untington

）
以
降
の
政
軍
関
係
理
論

を
用
い
て
、
近
代
以
降
の
日
本
に
お
け
る
政
軍
関
係
に
影
響
を
与
え
た
事
例
を
考
察
す
る
。

2　

近
代
日
本
の
政
軍
関
係

⑴　

実
施
主
体
に
注
目
し
た
安
全
保
障
の
諸
前
提

本
稿
で
取
り
扱
う
安
全
保
障
は
、
伝
統
的
安
全
保
障
と
も
称
さ
れ
る
軍
事
力
の
行
使
を
想
定
し
た
国
家
の
領
土
や
主
権
の
防
衛
を
目
的

と
し
た
軍
事
的
安
全
保
障
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
権
や
領
土
、
人
民
の
安
全
を
担
保
す
る
と
い
う
国
家
の
根
源
的
な
役
割
を
前
提
と
し
た

概
念
で
あ
り
、
最
も
基
本
的
な
安
全
保
障
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
軍
事
的
安
全
保
障
等
や
経
済
的
安
全
保
障
等
を
包
括
的
に
取

り
扱
っ
た
総
合
的
安
全
保
障
や
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
欧
州
で
提
唱
さ
れ
た
共
通
安
全
保
障
や
そ
の
発
展
型
で
あ
る
協
調
的
安
全
保
障
、

更
に
は
国
家
や
軍
事
同
盟
よ
り
も
人
間
の
生
存
や
尊
厳
へ
の
脅
威
に
対
す
る
安
全
を
担
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
人
間
の
安
全
保
障
と

い
っ
た
概
念
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
衆
院
選
以
降
、
憲
法
改
正
と
の
関
係
で
話
題
に
上
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
集
団

的
自
衛
権
も
そ
の
理
論
的
基
礎
は
集
団
的
安
全
保
障
で
あ
り
、
そ
の
実
効
性
の
有
無
に
課
題
を
多
く
抱
え
て
は
い
る
も
の
の
、
国
際
連
盟

や
国
際
連
合
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
安
全
保
障
概
念
で
あ
る
（
防
衛
大
学
校
安
全
保
障
学
研
究
会
二
〇
〇
九
）。

こ
れ
ら
の
安
全
保
障
概
念
は
、
冷
戦
崩
壊
を
境
と
し
て
、
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
て
い
る
。
冷
戦
崩
壊
以
前
は
、
本
来
の
安
全
保
障
概

念
が
災
害
対
策
や
治
安
維
持
も
含
む
複
雑
多
岐
に
亘
る
概
念
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
軍
事
的
安
全
保
障
と
ほ
ぼ
同
一
視
さ
れ
て
い
た
。
し

三
五
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政
軍
関
係
の
あ
り
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に
関
す
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一
研
究
（
小
森
）

（
八
六
七
）

か
し
、
冷
戦
崩
壊
以
降
の
安
全
保
障
概
念
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
（
一
九
四
四
年
）
や
レ
イ
テ
沖
海
戦
（
一
九
四
四
年
）
等
と

い
っ
た
大
規
模
戦
闘
、
或
い
は
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
│
五
三
年
）
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
（
一
九
六
〇
│
七
五
年
）
と
い
っ
た
正
規
戦
争
が
発

生
す
る
可
能
性
が
低
下
し
た
為
、
本
来
の
安
全
保
障
概
念
へ
と
回
帰
し
て
い
っ
た
。

こ
の
様
な
安
全
保
障
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
安
全
保
障
の
担
い
手
も
旧
来
の
陸
海
空
軍
に
代
表
さ
れ
る
軍
部
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

警
察
な
ど
の
非
軍
事
組
織
、
民
間
企
業
な
ど
の
民
生
部
門
も
加
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
の
が
軍
部
で
あ
る
こ

と
は
、
現
在
に
至
っ
て
も
変
わ
り
な
い
。
こ
れ
は
昨
今
の
日
本
の
安
全
保
障
を
議
論
す
る
際
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
関
す
る
議
論

が
喧
し
い
こ
と
も
そ
の
証
左
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
あ
る
べ
き
政
軍
関
係
を
考
察
す
る
上
で
、
安
全
保
障
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
軍
部
の
動
向
を
考
察
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
為
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
軍
部
及
び
安
全
保
障
が
関
係
す
る
事
例
を
考
察
し
、
安
全
保

障
と
文
民
統
制
の
関
係
性
を
検
討
す
る
。

⑵　

明
治
期
の
政
軍
関
係

日
露
戦
争
後
の
日
本
に
お
い
て
、
元
老
等
の
文
民
エ
リ
ー
ト
が
主
導
す
る
政
治
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
勃
興
を
始
め
と
す
る
自
由
・
民
主
主
義
的
な
政
治
運
動
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
の
超
然
主
義
と
は
異
な
っ
た
憲
政
の
常
道
と

呼
ば
れ
る
慣
例
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
北
岡
一
九
九
九
：
一
九
│
二
三
）。

一
方
、
陸
軍
を
中
心
と
し
た
軍
部
は
、
日
英
同
盟
改
訂
（
一
九
〇
五
年
）
を
受
け
、
英
露
が
衝
突
し
た
場
合
の
日
本
の
軍
事
的
対
処
方

針
と
し
て
、
帝
国
国
防
方
針
を
策
定
し
た
。
英
露
衝
突
の
可
能
性
は
三
国
協
商
及
び
日
露
協
約
締
結
（
一
九
〇
七
年
）
に
よ
っ
て
低
く

三
五
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第
五
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巻
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二
〇
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年
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月
）

（
八
六
八
）

な
っ
た
も
の
の
、
日
露
戦
争
以
降
の
国
防
戦
略
に
お
け
る
「
海
主
陸
従
」
状
態
の
打
破
の
好
機
と
見
た
山
縣
有
朋
に
よ
っ
て
策
定
は
続
行

さ
れ
た
。
こ
の
陸
軍
の
動
き
に
対
抗
し
、
海
軍
も
同
様
の
計
画
を
作
成
し
、
最
終
的
に
陸
海
軍
揃
っ
て
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
策
定

さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
に
お
い
て
は
、
仮
想
敵
国
を
米
露
独
仏
に
設
定
し
、
二
五
個
師
団
の
陸
上
戦
力
及
び
戦
艦
・
巡
洋
戦
艦
各
八
隻
の

海
上
戦
力
の
整
備
を
中
心
と
し
た
内
容
に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
露
戦
争
を
通
じ
て
、
朝
鮮
半
島
及
び
満
州
で
の
利
権
を
確
保
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
専
守
防
衛
で
は
な
く
、
先
制
攻
撃
も
含
め
た
積
極
的
な
防
衛
を
提
唱
し
て
い
る
（
黒
川
二
〇
〇
三
：
六
三
│
六
八
）。

帝
国
国
防
方
針
の
策
定
過
程
で
は
、
動
員
等
を
主
管
す
る
内
務
省
や
予
算
等
を
主
管
す
る
大
蔵
省
を
始
め
と
す
る
政
府
（
内
閣
）
は
排

除
さ
れ
た
。
現
職
の
西
園
寺
公
望
首
相
も
例
外
で
は
無
く
、
国
防
方
針
へ
の
意
見
と
所
要
兵
力
の
閲
覧
は
認
め
ら
れ
、
軍
備
の
拡
充
と

い
っ
た
軍
部
の
最
大
の
関
心
事
に
は
内
閣
が
関
与
し
得
た
も
の
の
、
戦
術
ド
ク
ト
リ
ン
で
あ
る
用
兵
綱
領
へ
の
一
切
の
関
与
が
拒
絶
さ
れ

た
（
小
林
一
九
九
六
：
一
五
四
│
一
五
九
）。
そ
の
為
、
日
本
を
防
衛
す
る
為
の
根
本
的
な
方
針
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
政
軍
相
互
の
意
思
疎

通
を
著
し
く
欠
い
た
内
容
と
な
っ
た
。
帝
国
国
防
方
針
の
策
定
過
程
を
政
軍
関
係
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
文
民
の
関
与
を
殆
ど
拒
絶
し
て

い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
近
代
型
政
軍
関
係
と
は
異
な
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
当
時
、
欧
米
列
強
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
不
平
等
条
約
の
改
正
を
成
功
さ
せ
た
第
二
次
桂
内
閣
の
総
辞
職
を
受
け
、
第
二
次
西
園

寺
内
閣
が
成
立
し
た
。
こ
の
内
閣
は
、
与
党
で
あ
る
立
憲
政
友
会
が
衆
議
院
で
過
半
数
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
露
戦
争
以
来

の
経
済
不
況
に
対
応
す
る
為
の
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
一
九
一
三
年
度
予
算
で
は
歳
出
一
割
削
減
を
目
標
と
し
て
い
た

（
岩
井
二
〇
〇
三
：
一
二
六
）。
こ
の
様
な
状
況
下
で
、
陸
軍
は
帝
国
国
防
方
針
で
規
定
さ
れ
た
戦
力
整
備
の
第
一
弾
と
し
て
、
二
個
師
団
の

増
設
を
要
求
し
た
が
、
巨
額
の
予
算
支
出
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
西
園
寺
首
相
は
要
求
を
拒
絶
し
た
。
こ
の
西
園
寺
首
相
の
対
応

に
、
陸
軍
は
上
原
勇
作
陸
相
の
辞
任
に
よ
っ
て
対
抗
し
、
二
個
師
団
増
設
問
題
は
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。

三
五
二



政
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る
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究
（
小
森
）

（
八
六
九
）

二
個
師
団
増
設
問
題
に
端
を
発
し
、
第
一
次
憲
政
擁
護
運
動
を
始
め
と
す
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
勃
興
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

第
三
次
桂
内
閣
は
崩
壊
し
、
山
本
権
兵
衛
を
首
班
と
す
る
第
一
次
山
本
内
閣
が
成
立
し
た
。
山
本
内
閣
は
第
一
次
憲
政
擁
護
運
動
に
端
を

発
す
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
応
し
た
行
財
政
改
革
を
行
っ
た
。
同
時
に
文
官
任
用
令
や
陸
軍
省
官
制
、
海
軍
省
官
制
の
改
正

（
一
九
一
三
年
）
を
断
行
し
、
人
事
政
策
に
お
い
て
、
首
相
の
意
向
を
反
映
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
の
確
立
し
、
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制

を
廃
止
し
た
の
で
あ
る
（
由
井
一
九
七
七
：
一
〇
三
│
一
〇
四
）。

近
代
型
政
軍
関
係
は
換
言
す
る
と
文
民
統
制
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
は
民
主
主
義
の
発
展
に
伴
っ
て
加
速
し
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制
廃
止
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
文
民
統
制
が
確
立
さ
れ
た
と
看
做

す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
後
、
第
一
次
山
本
内
閣
に
よ
っ
て
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
陸
軍
二
個
師
団
の
増
設
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
財
政
状
況
が
好
転
し
た
結
果
で
あ
り
、
軍
部
に
押
し
切
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
人
事
や
予
算
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
た
文
民
統
制
は
、
寺
内
正
毅
や
加
藤
友
三
郎
と
い
っ
た
軍
人
出
身
の
首
相
も
登
場
し
た
が
、
大

き
な
変
化
は
無
か
っ
た
。
表
層
的
に
は
超
然
主
義
を
標
榜
し
た
寺
内
で
す
ら
、
犬
養
毅
等
と
い
っ
た
政
党
の
有
力
者
に
協
力
を
求
め
て
い

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
（
季
武
一
九
九
八
：
二
五
四
│
二
五
九
）、
政
党
及
び
議
会
の
意
向
を
尊
重
す
る
意
思
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
政
党
関
係
者
へ
の
配
慮
は
、
次
の
原
敬
や
高
橋
是
清
の
首
相
就
任
の
伏
線
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
玉
井
一
九
九
九
：
八
九
│

九
一
）。

⑶　

大
正
期
の
政
軍
関
係

第
一
次
山
本
内
閣
に
よ
る
行
財
政
改
革
及
び
財
政
改
善
に
よ
る
軍
備
強
化
か
ら
暫
く
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
│
一
八
年
）

三
五
三
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（
八
七
〇
）

が
勃
発
し
、
日
本
も
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
受
け
た
。

財
政
的
な
面
か
ら
の
最
大
の
影
響
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
発
生
し
た
軍
拡
ブ
ー
ム
と
も
言
う
べ
き
国
際
的
な
軍
拡
競
争
に
巻
き
込

ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
戦
勝
国
と
な
っ
た
連
合
国
は
、
ダ
ニ
エ
ル
ズ
プ
ラ
ン
（
米
国
）
や
八
八
艦
隊
計
画
（
日
本
）

と
い
っ
た
軍
備
拡
張
計
画
を
発
表
し
、
戦
艦
を
中
心
と
し
た
海
軍
力
の
増
強
を
進
め
た
。
し
か
し
、
軍
備
拡
張
に
伴
う
経
済
負
担
は
各
国

の
国
家
予
算
を
圧
迫
し
、
建
造
計
画
の
遅
滞
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
為
に
、
一
九
二
二
年
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
（W

. 

G
. H
arding

）
米
国
大
統
領
の
提
案
に
従
い
、
戦
勝
五
ヶ
国
に
よ
る
軍
縮
会
議
が
開
催
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
が
締
結
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
日
本
を
含
む
列
強
各
国
に
お
い
て
海
軍
戦
力
の
削
減
が
実
施
さ
れ
、
世
界
は
「
海
軍
休
日
」
と
呼
ば
れ
る
軍
縮
時
代
を

迎
え
た
の
で
あ
る
（
池
井
二
〇
〇
二
：
一
四
六
│
一
四
七
、一
五
九
│
一
六
〇
）。

海
軍
に
よ
る
軍
備
削
減
に
対
応
し
て
、
陸
軍
に
お
い
て
も
経
費
等
の
削
減
と
装
備
の
近
代
化
を
目
指
し
、
軍
備
削
減
が
行
わ
れ
た
。
第

一
弾
と
し
て
、
山
梨
半
造
陸
相
が
主
導
し
、
第
一
次
軍
備
管
理
（
一
九
二
二
年
）
が
実
施
さ
れ
、
翌
年
に
は
第
二
次
軍
備
管
理
（
一
九
二
三

年
）
が
実
施
さ
れ
た
。
二
度
の
軍
備
管
理
の
結
果
、
将
兵
約
六
〇
〇
〇
〇
名
、
軍
馬
一
三
〇
〇
〇
頭
と
い
う
約
五
個
師
団
相
当
の
人
員
及

び
経
費
が
削
減
さ
れ
た
。
し
か
し
、
固
定
費
の
削
減
が
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
為
、
装
備
の
近
代
化
を
行
う
こ
と
は
殆
ど
出
来
な
か
っ
た

（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
一
九
七
九
：
九
一
│
九
二
）。
し
か
も
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）
の
影
響
に
よ
り
、
装
備
の
近
代
化
は
ま
す

ま
す
難
し
い
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
為
、
関
東
大
震
災
の
復
興
予
算
を
捻
出
す
る
と
共
に
、
第
一
│
二
次
軍
備
管
理
で
達
成
出
来
な
か
っ

た
装
備
の
近
代
化
及
び
将
官
を
含
む
人
員
の
削
減
を
目
指
し
て
、
加
藤
高
明
首
相
は
陸
海
軍
に
総
計
八
〇
〇
〇
万
円
の
予
算
削
減
を
要
求

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
山
梨
陸
相
の
事
実
上
の
後
任
で
あ
る
宇
垣
一
成
陸
相
主
導
に
よ
る
第
三
次
軍
備
管
理
（
宇
垣
軍
縮
）
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
（
小
林
二
〇
一
〇
：
二
四
│
三
二
）。

三
五
四
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宇
垣
軍
縮
で
は
、
四
個
師
団
の
削
減
等
と
い
っ
た
大
規
模
な
人
員
及
び
経
費
の
削
減
を
実
施
し
、
将
兵
約
三
四
〇
〇
〇
名
、
軍
馬

六
〇
〇
〇
頭
が
削
減
す
る
と
共
に
、
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
の
在
営
期
間
短
縮
（
二
年
六
ヶ
月
↓
二
年
）
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
中
等
学
校
へ
の

軍
事
訓
練
を
実
施
す
る
将
校
の
派
遣
を
実
施
し
、
総
力
戦
体
制
の
拡
充
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
浮
い
た
予
算
は
、
戦
車
を
始
め
と
す
る

兵
器
等
の
拡
充
や
戦
車
隊
等
を
新
設
す
る
為
の
経
費
に
回
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
一
九
七
九
：
一
〇
〇
│
一
〇
一
、一
一
三

│
一
一
六
）。

宇
垣
軍
縮
は
軍
備
削
減
よ
り
も
軍
備
近
代
化
を
重
視
し
て
い
た
為
、
将
兵
は
山
梨
軍
縮
と
合
わ
せ
て
約
一
〇
万
人
程
度
削
減
さ
れ
た
が
、

予
算
額
と
し
て
は
、
実
施
前
と
比
較
し
て
、
一
割
程
度
の
削
減
に
止
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
海
軍
予
算
と
合
わ
せ
た
国
防
費
は
、
一
般
会
計

の
四
分
の
一
程
度
ま
で
削
減
さ
れ
て
い
る
（
財
務
省
主
計
局
調
査
課
二
〇
〇
五
：
七
〇
）。
し
か
し
、
宇
垣
軍
縮
は
陸
軍
全
体
の
漸
減
を
行
っ

た
山
梨
軍
縮
と
比
較
し
、
師
団
レ
ヴ
ェ
ル
の
再
編
を
行
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
陸
軍
内
部

に
お
け
る
派
閥
抗
争
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
後
に
宇
垣
が
大
命
降
下
を
受
け
な
が
ら
、
陸
軍
の
支
持
を
得
ら
れ
ず
、
組
閣
が
失
敗
す
る
遠

因
と
な
っ
た
（
北
岡
二
〇
一
一
：
一
九
〇
│
一
九
一
）。
ま
た
、
人
員
削
減
に
伴
う
将
校
の
退
役
と
進
級
の
停
滞
、
将
校
採
用
枠
の
削
減
は
、

支
那
事
変
以
降
の
将
校
不
足
の
原
因
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
急
激
な
軍
縮
は
国
民
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
電
車
内
で
軍
人
が
因

縁
を
付
け
ら
れ
た
り
、
そ
れ
を
忌
避
し
て
軍
人
が
私
服
で
外
出
し
た
り
と
い
っ
た
軍
部
蔑
視
の
色
合
い
を
含
ん
だ
文
民
優
位
の
意
識
を
形

成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
佃
二
〇
〇
六
）。

政
軍
関
係
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
一
連
の
軍
縮
に
よ
り
、
陸
海
軍
共
に
政
治
権
力
の
奪
取
を
行
い
得
る
物
理
的
な
能
力
を
失
い
、
文
民

統
制
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
削
減
さ
れ
た
戦
備
で
安
全
保
障
を
担
保
す
る
為
に
、
軍
部
が
物
心
両
面
の
質
的
向
上

を
目
指
し
た
こ
と
は
、
既
存
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
化
す
る
素
地
が
整
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
換
言
す
る
と
、

三
五
五
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文
民
統
制
の
確
立
を
前
提
と
す
る
近
代
型
政
軍
関
係
に
日
本
の
政
軍
関
係
が
近
付
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑷　

昭
和
初
期
の
政
軍
関
係

前
述
の
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
結
果
、
列
強
各
国
の
海
軍
軍
備
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条

約
で
は
、
巡
洋
艦
や
駆
逐
艦
、
潜
水
艦
等
の
補
助
艦
に
関
す
る
建
造
・
保
有
制
限
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン

会
議
以
降
、
補
助
艦
の
性
能
は
著
し
く
向
上
し
た
為
、
補
助
艦
に
つ
い
て
も
建
造
・
保
有
制
限
を
か
け
る
必
要
性
が
列
強
間
で
認
識
さ
れ

る
様
に
な
っ
た
（M

orrison 2003
：260-266

）。

こ
の
状
況
を
鑑
み
、
ク
ー
リ
ッ
ジ
（J. C

. C
oolidge

）
米
国
大
統
領
が
列
強
諸
国
に
呼
び
か
け
、
交
渉
に
応
じ
た
日
米
英
各
国
に
よ
る

軍
縮
会
議
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
催
さ
れ
た
（
3
）

。
し
か
し
、
米
国
が
主
張
す
る
「
比
率
主
義
」
と
英
国
が
主
張
す
る
「
個
艦
規
制
主
義
」
が
対

立
し
た
為
、
交
渉
は
決
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（J. R

. M
acdonald

）
英
国
首
相
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
補
助
艦
の

制
限
に
関
す
る
軍
縮
会
議
が
ロ
ン
ド
ン
で
再
度
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
軍
縮
会
議
で
は
、
前
回
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
海
軍
軍
縮
会
議
に
お
い
て
軍

部
関
係
者
に
よ
る
交
渉
の
結
果
、
政
治
的
妥
協
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
、
日
本
の
首
席
全
権
を
務
め
た
若
槻
禮
次
郎
を
始
め
と
し

て
、
各
国
代
表
が
政
治
家
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
（
関
二
〇
〇
七
：
四
五
│
四
六
）。
そ
の
為
、
交
渉
は
難
航
し
た
が
、
日
本
の
提
案

内
容
に
近
い
対
英
米
比
率
六
・
九
七
五
割
と
い
う
内
容
で
条
約
が
締
結
さ
れ
た
（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
一
九
六
九
：
三
六
六
│

三
六
七
、三
七
三
│
三
七
四
、三
九
〇
│
三
九
三
）。

当
時
の
日
本
は
、
濱
口
内
閣
が
経
済
の
実
態
と
著
し
く
乖
離
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
為
替
相
場
を
基
準
と
し
た
金
本
位
制
へ
の

復
帰
を
実
施
し
て
お
り
、
為
替
相
場
を
維
持
す
る
為
に
大
幅
な
歳
出
削
減
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
の
為
、
列
強
各
国
と
の
軍
事
バ
ラ
ン

三
五
六
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三
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ス
を
維
持
し
つ
つ
も
国
防
費
、
特
に
海
軍
予
算
を
削
減
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
様
な
状
況
で
あ
っ
た
為
、
提
案

し
た
七
割
に
近
い
妥
協
案
を
米
か
ら
引
き
出
せ
た
の
で
、
濱
口
内
閣
は
受
諾
す
る
方
針
を
示
し
、
海
軍
省
も
賛
成
の
方
針
を
示
し
た
（
4
）

。
し

か
も
、
当
時
の
日
米
の
工
業
力
の
違
い
を
考
慮
す
る
と
、
対
米
七
割
弱
と
い
う
条
件
は
破
格
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
海
軍
軍

令
部
は
、
重
巡
洋
艦
保
有
量
が
対
米
六
割
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
や
潜
水
艦
保
有
量
が
希
望
量
に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
条

約
締
結
拒
否
の
方
針
を
主
張
し
た
。

大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
け
る
統
帥
権
は
、
第
一
一
条
（
統
帥
大
権
）
及
び
第
一
二
条
（
編
制
大
権
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
前
者
は
参
謀
総
長

及
び
海
軍
軍
令
部
長
が
、
後
者
は
陸
軍
大
臣
及
び
海
軍
大
臣
が
輔
弼
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
政
府
や
帝
国
議
会
は
、
統
帥
大

権
に
関
す
る
事
項
へ
の
介
入
は
殆
ど
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
編
制
大
権
に
関
す
る
事
項
に
は
、
予
算
案
の
編
成
・
審
議
等
を
通
じ
た
介

入
が
可
能
で
あ
っ
た
（
北
岡
一
九
九
九
：
一
一
三
）。
こ
れ
は
換
言
す
る
と
、
内
閣
が
限
定
的
で
あ
る
が
、
編
制
大
権
を
有
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
加
藤
寛
治
海
軍
軍
令
部
長
を
始
め
と
す
る
海
軍
内
部
の
条
約
締
結
反
対
派
（
艦
隊
派
）
は
、
統
帥
権
を
拡
大
解
釈
し
、
本
来

で
あ
れ
ば
編
制
大
権
に
該
当
す
る
兵
力
量
に
つ
い
て
も
、
統
帥
大
権
に
関
係
す
る
事
項
で
あ
る
と
し
て
、
濱
口
内
閣
を
統
帥
権
の
独
立
を

犯
し
た
と
攻
撃
し
た
（
秦
二
〇
〇
六
：
一
六
三
│
一
六
九
）。

こ
の
状
況
に
乗
じ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
野
党
か
ら
当
初
想
定
し
て
い
た
兵
力
量
を
達
成
出
来
ず
に
軍
縮
条
約
に
調
印
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
対
す
る
批
判
が
噴
出
し
た
（
伊
藤
一
九
六
九
：
四
四
六
）。
ま
た
、
直
近
の
第
一
七
回
総
選
挙
で
惨
敗
を
喫
し
た
上
に
、
田
中
義
一

元
陸
相
の
総
裁
就
任
以
降
、
親
軍
化
を
強
め
て
い
た
立
憲
政
友
会
の
犬
養
毅
と
鳩
山
一
郎
、
倉
富
勇
三
郎
枢
密
院
議
長
は
、
ロ
ン
ド
ン
海

軍
軍
縮
条
約
が
海
軍
軍
令
部
の
要
求
す
る
補
助
艦
対
米
比
七
割
に
満
た
な
い
こ
と
や
海
軍
軍
令
部
の
反
対
意
見
を
無
視
し
た
条
約
調
印
が

三
五
七
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〇
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四
年
三
月
）

（
八
七
四
）

統
帥
権
の
干
犯
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
濱
口
内
閣
を
攻
撃
し
た
（
纐
纈
二
〇
〇
九
：
二
九
〇
│
三
〇
一
）。
一
連
の
政
府
追
及
の
動
き
の
中
、

統
帥
権
干
犯
問
題
を
惹
起
し
た
加
藤
海
軍
軍
令
部
長
は
、
昭
和
天
皇
に
帷
幄
上
奏
を
行
い
、
海
軍
軍
令
部
長
を
辞
職
し
た
。

こ
の
様
な
野
党
や
海
軍
艦
隊
派
の
攻
撃
に
濱
口
首
相
は
屈
す
る
こ
と
無
く
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
条
約
案
の
可
決
を
勝
ち
取
り
、
昭
和

天
皇
へ
批
准
の
裁
可
を
求
め
て
上
奏
し
た
。
そ
の
後
、
条
約
案
は
枢
密
院
に
諮
詢
さ
れ
た
が
、
倉
富
議
長
の
意
に
反
し
、
枢
密
院
本
会
議

に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
為
、
昭
和
天
皇
に
よ
り
裁
可
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
は
発
効
し
た
。
し
か
し
、
海
軍
内
部
に
は
深
刻
な

対
立
を
生
み
出
し
た
上
に
、
濱
口
首
相
の
有
力
者
へ
の
根
回
し
を
行
わ
な
い
政
治
手
法
に
対
し
、
東
郷
平
八
郎
元
帥
を
始
め
と
す
る
海
軍

の
有
力
者
は
政
党
内
閣
へ
の
不
信
を
惹
起
し
、
そ
れ
ま
で
の
政
党
と
の
協
調
を
基
本
と
し
て
き
た
海
軍
の
反
発
を
招
い
た
。
ま
た
、
条
約

発
効
後
の
一
九
三
〇
年
一
一
月
一
四
日
、
濱
口
首
相
は
右
翼
団
体
の
青
年
に
東
京
駅
で
狙
撃
さ
れ
て
重
傷
を
負
い
、
最
終
的
に
一
九
三
一

年
四
月
一
三
日
に
濱
口
内
閣
は
総
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
流
れ
は
、
幣
原
外
相
が
主
導
し
て
き
た
協
調
外
交
を
行
き
詰
ま
ら
せ
た

（
北
岡
一
九
九
九
：
一
一
三
│
一
一
四
）。
し
か
し
、
軍
部
の
意
向
を
押
し
切
っ
て
、
軍
縮
条
約
を
締
結
し
た
こ
と
は
、
日
露
戦
争
以
降
に
確

立
さ
れ
た
政
府
や
議
会
に
よ
る
文
民
統
制
の
精
華
で
あ
る
と
看
做
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
経
済
不
況
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
満
州
へ
の
進
出
を
強
力
に
進

め
て
い
た
。
し
か
し
、
辛
亥
革
命
に
伴
う
清
朝
の
崩
壊
と
張
作
霖
を
始
め
と
す
る
満
州
軍
閥
の
台
頭
に
よ
り
、
当
時
の
満
州
域
内
の
政
情

不
安
は
深
刻
さ
を
増
し
（
島
田
一
九
七
〇
）、
ソ
連
の
権
益
で
あ
る
東
支
鉄
道
や
日
本
の
権
益
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
満
鉄
と
い
っ
た
列
強

の
権
益
が
脅
か
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
張
学
良
は
ソ
連
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
に
圧
倒
さ
れ
た
が
、
中
ソ
紛
争
（
一
九
二
九
年
）

を
引
き
起
こ
し
、
東
支
鉄
道
の
権
益
回
収
を
試
み
て
い
る
（
臼
井
一
九
九
八
：
一
八
│
四
四
）。
張
学
良
の
権
益
回
収
要
求
に
対
し
、
ソ
連
が

軍
事
力
で
抑
え
込
ん
だ
こ
と
は
、
満
州
事
変
で
の
日
本
の
行
動
に
示
唆
を
与
え
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
連
の
満
州
域
内

三
五
八
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の
動
向
に
対
し
、
日
本
は
対
策
を
欠
き
、
重
光
葵
駐
支
公
使
は
「
堅
実
に
行
詰
ま
る
」
と
当
時
の
状
況
を
表
し
て
い
る
。
同
様
な
感
想
は

林
久
治
郎
奉
天
総
領
事
も
抱
い
て
お
り
、
満
州
事
変
直
前
に
「
満
州
に
お
け
る
日
支
の
衝
突
は
近
く
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
形
勢
に
な

る
」
と
幣
原
に
述
べ
て
い
る
（
守
島
、
柳
井
一
九
七
三
：
三
九
）。

こ
の
様
な
政
府
の
対
応
に
対
し
、
陸
軍
内
部
で
は
総
動
員
体
制
の
確
立
を
目
指
す
若
手
将
校
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
幾
つ
か
結
成
さ
れ
て

い
た
が
、
最
終
的
に
一
夕
会
に
ま
と
ま
り
、
人
事
の
刷
新
や
満
州
問
題
の
武
力
解
決
を
目
指
し
た
（
森
二
〇
一
一
：
一
三
五
│
一
三
七
）。
そ

の
後
、
一
夕
会
に
参
加
し
て
い
た
岡
村
寧
次
や
永
田
鉄
山
が
陸
軍
省
や
参
謀
本
部
の
課
長
に
着
任
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
夕
会
の
会
員

が
続
々
と
陸
軍
省
及
び
参
謀
本
部
の
課
長
級
の
主
要
ポ
ス
ト
を
独
占
し
た
。
一
九
三
一
年
以
降
に
は
、
満
州
問
題
の
武
力
解
決
を
図
る
為

の
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
、
陸
軍
内
部
で
は
満
州
事
変
実
施
の
為
の
準
備
が
着
々
と
整
っ
て
い
っ
た
（
川
田
二
〇
〇
九
：
一
四
六
│

一
五
三
）。

こ
う
し
て
、
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
に
満
州
域
内
に
お
け
る
日
本
の
権
益
を
保
護
し
て
い
た
関
東
軍
は
、
柳
条
湖
の
満
鉄
線
路
を
自

ら
破
壊
し
た
上
で
、
張
学
良
等
に
よ
る
破
壊
工
作
と
看
做
し
て
、
直
ち
に
満
州
の
占
領
行
動
を
開
始
し
た
。
翌
日
ま
で
に
、
奉
天
や
長
春
、

営
口
等
の
主
要
都
市
を
占
領
し
、
軍
政
を
施
行
し
た
（
加
藤
二
〇
〇
七
：
一
〇
六
）。
そ
の
後
、
関
東
軍
は
戦
線
を
満
州
か
ら
上
海
ま
で
拡

大
し
た
が
、
一
九
三
三
年
五
月
三
一
日
に
河
北
省
塘
沽
に
お
い
て
、
停
戦
協
定
を
締
結
し
た
。
停
戦
協
定
で
は
満
州
国
の
国
家
承
認
に
関

す
る
事
項
が
あ
っ
た
が
、
中
国
側
が
満
州
国
を
正
式
承
認
し
な
か
っ
た
為
、
満
州
の
帰
属
は
日
中
両
国
間
の
懸
案
事
項
と
し
て
残
さ
れ
た

（
内
田
二
〇
〇
六
：
一
〇
二
）。
ま
た
、
停
戦
協
定
締
結
ま
で
に
満
州
国
建
国
（
一
九
三
二
年
）
や
国
際
連
盟
脱
退
（
一
九
三
三
年
）
等
の
日
本

を
国
際
社
会
か
ら
孤
立
さ
せ
得
る
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
満
州
事
変
勃
発
に
際
し
、
国
際
連
盟
が
派
遣
し
た
リ
ッ
ト
ン
（V

. 

A
. G
. R
. B
ulw
er-L

ytton

）
を
団
長
と
す
る
調
査
団
（
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
）
は
、
柳
条
湖
事
件
等
の
軍
事
的
行
動
に
つ
い
て
の
非
難
は
あ
る

三
五
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
七
六
）

も
の
の
、
全
体
的
に
は
日
本
に
同
情
的
な
内
容
で
取
り
纏
め
ら
れ
た
報
告
書
を
国
際
連
盟
に
提
出
し
て
お
り
（
渡
部
二
〇
〇
六
）、
当
時
の

列
強
諸
国
の
日
本
に
対
す
る
認
識
は
、
決
し
て
悪
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

満
州
事
変
発
生
を
受
け
、
陸
軍
省
及
び
参
謀
本
部
の
首
脳
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、
満
州
へ
の
増
派
及
び
対
処
方
針
の
閣
議
へ
の
提

案
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
閣
議
で
は
南
次
郎
陸
相
が
陸
軍
の
意
向
を
提
示
し
な
か
っ
た
為
、
閣
議
で
は
事
態
不
拡
大
の
方
針
が
決
定
し

た
。
こ
の
閣
議
決
定
に
対
し
、
陸
軍
は
反
発
し
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
も
視
野
に
入
れ
た
満
州
事
変
へ
の
対
処
方
針
を
策
定
し
た
（
北
岡

一
九
九
九
：
一
五
八
│
一
六
〇
）。
陸
軍
中
央
の
意
向
を
受
け
、
朝
鮮
軍
は
独
断
で
増
派
を
行
っ
た
為
、
事
態
は
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
た
。

こ
の
一
連
の
作
戦
行
動
に
対
し
、
第
二
次
若
槻
内
閣
は
反
発
し
た
が
、
最
終
的
に
関
係
諸
経
費
の
支
出
を
承
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
朝
鮮

軍
の
独
断
出
兵
は
事
後
承
認
で
あ
っ
た
も
の
の
、
正
式
な
出
兵
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
関
東
軍
は
自
衛
の
為
と
称
し
て
、
戦
線
を
拡
大
し
、

政
府
は
勿
論
、
陸
軍
省
や
参
謀
本
部
と
い
っ
た
陸
軍
中
央
の
意
向
を
も
無
視
す
る
無
法
者
と
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
小
林
、
島
田

一
九
六
四
：
四
二
八
│
四
三
五
）。
ま
た
、
国
内
で
は
、
満
州
事
変
の
拡
大
に
反
対
し
て
い
た
第
二
次
若
槻
内
閣
が
崩
壊
し
、
統
帥
権
干
犯

問
題
を
拡
大
さ
せ
た
立
憲
政
友
会
が
主
導
す
る
犬
養
内
閣
が
成
立
し
た
。
犬
養
内
閣
は
軍
部
と
共
同
し
て
、
満
州
事
変
を
拡
大
化
さ
せ
、

満
州
国
を
国
家
と
し
て
承
認
し
た
。
ま
た
、
民
政
党
政
権
が
主
導
し
て
い
た
金
本
位
制
へ
の
復
帰
を
中
止
し
、
積
極
財
政
政
策
を
採
用
し

た
が
、
折
か
ら
の
不
況
に
よ
る
安
定
志
向
に
よ
り
、
主
要
財
閥
が
恩
恵
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
（
谷
田
二
〇
〇
二
：
二
二
六
│
二
二
八
）。

こ
れ
ら
の
動
き
に
よ
り
、
満
州
事
変
以
降
の
日
本
に
お
け
る
政
軍
関
係
は
、
良
く
言
え
ば
協
調
主
義
、
悪
く
言
え
ば
、
文
民
と
軍
部
が
溶

融
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

三
六
〇
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⑸　

冷
戦
期
の
政
軍
関
係

太
平
洋
戦
争
後
、
日
本
を
統
治
し
た
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
は
占
領
当
初
、
物
心
両
面
に
お
い
て
、

日
本
の
軍
備
を
全
廃
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
そ
の
為
、
日
本
に
残
存
し
て
い
た
兵
器
類
は
悉
く
廃
棄
さ
れ
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
憲
法

（
日
本
国
憲
法
）
で
は
戦
争
放
棄
を
謳
い
、
戦
力
放
棄
を
規
定
し
た
。
し
か
し
、
冷
戦
や
朝
鮮
戦
争
の
影
響
を
受
け
、
警
察
予
備
隊

（
一
九
五
〇
年
）
や
海
上
警
備
隊
（
一
九
五
二
年
）、
自
衛
隊
（
一
九
五
四
年
）
が
編
成
さ
れ
、
再
軍
備
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
と
同
時
に
締
結
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
条
約
（
一
九
五
二
年
）
に
よ
り
、
占
領
軍
は
在
日
米
軍
と
名
称
を
変
更
し
、
日

本
を
含
む
極
東
地
域
の
安
全
保
障
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
は
、
消
耗
し
た
国
力
を
経
済
成
長
に
集
中
投
入
し
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
米
国
に
依
存
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
「
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
通
称
さ
れ
る
安
全
保
障
政
策
を
採
用
し
て
い
た
。
こ
の
政
策
は
平
和
主
義
に
基
づ
い
た
安
全
保
障
政
策
と
い

う
よ
り
は
、
明
治
維
新
以
降
の
伝
統
的
な
日
本
の
外
交
政
策
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
政
策
で
あ
り
、
国
際
貿
易
や
技
術
革
新
の

振
興
に
よ
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
が
最
終
目
標
で
あ
っ
た
。
米
国
は
こ
の
様
な
依
存
関
係
を
嫌
い
、
国

防
関
連
予
算
の
増
額
や
装
備
の
拡
充
を
要
求
し
た
が
、
日
本
は
新
憲
法
の
平
和
条
項
を
盾
に
要
求
を
拒
み
続
け
た
が
（
増
田
二
〇
〇
四
：

四
三
│
四
七
）、
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
は
太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
の
基
本
方
針
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
田
久
保
他
二
〇
〇
〇
：
二
四
）。

ま
た
、
国
内
に
お
け
る
政
軍
関
係
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
再
軍
備
の
際
に
太
平
洋
戦
争
に
至
っ
た
過
程
へ
の
反
省
や
占

領
政
策
を
担
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
影
響
に
よ
り
、
軍
政
部
門
や
軍
令
部
門
、
実
動
部
隊
を
一
元
的
に
運
用
す
る
組
織
へ
と
改
め
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
各
自
衛
隊
の
軍
政
及
び
軍
令
事
項
を
包
括
的
に
取
り
扱
う
幕
僚
監
部
と
防
衛
大
臣
等
の
文
民

を
補
佐
す
る
防
衛
省
内
局
が
整
備
さ
れ
、
統
合
的
な
指
揮
・
統
制
が
目
指
さ
れ
た
（
高
橋
二
〇
〇
七
）。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
は
旧
陸
海

三
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軍
関
係
者
が
排
除
さ
れ
、
内
務
省
や
大
蔵
省
出
身
者
が
影
響
力
を
持
つ
文
官
統
制
と
も
言
う
べ
き
状
態
と
な
っ
た
（
武
蔵
二
〇
〇
九
）。

こ
の
文
官
統
制
と
も
言
う
べ
き
状
態
を
財
政
的
に
担
保
し
た
の
が
、
所
謂
防
衛
費
一
％
枠
で
あ
る
。
日
本
の
国
防
費
は
、
自
衛
隊
の
前

身
で
あ
る
保
安
隊
が
創
設
さ
れ
た
一
九
五
二
年
以
降
一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
比
率
を
漸
減
さ
せ
た
も
の
の
、
予
算
額
自
体
は
経
済
成
長

に
伴
い
、
増
額
の
一
途
を
辿
っ
た
（
大
蔵
省
財
政
史
室
一
九
九
九
：
九
二
│
九
七
）。
そ
の
為
、
防
衛
庁
内
局
を
中
心
に
予
算
総
額
の
抑
制
が

企
図
さ
れ
（
久
保
一
九
七
一
）、
後
の
防
衛
大
綱
の
前
提
と
な
っ
た
（
上
西
一
九
八
六
：
一
五
四
）。

一
方
、
国
際
情
勢
は
ニ
ク
ソ
ン
（R

. N
ixon

）
米
国
大
統
領
の
訪
中
（
一
九
七
一
年
）
や
第
一
次
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
）

の
調
印
（
一
九
七
二
年
）、
全
欧
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
設
立
（
一
九
七
五
年
）
と
い
っ
た
出
来
事
が
続
き
、
デ
タ
ン
ト
の
時

代
を
迎
え
た
（
西
川
二
〇
〇
二
）。
こ
の
頃
、
訪
中
を
達
成
し
た
田
中
角
栄
首
相
は
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
第
四
次
防
衛
力
整
備
計
画
（
四

次
防
）
の
策
定
に
取
り
組
み
、「
平
和
時
の
防
衛
力
」
の
限
界
を
明
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
戦
力
の
定
量
的
規
制
は
高
級

自
衛
官
、
い
わ
ゆ
る
制
服
組
か
ら
反
発
を
受
け
た
も
の
の
、
野
党
対
策
の
観
点
か
ら
、
明
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
為
（
廣
瀬

一
九
八
九
：
一
四
五
）、
一
九
七
三
年
二
月
に
「
平
和
時
の
防
衛
力
」
が
表
明
さ
れ
た
（
真
田
二
〇
一
〇
）。

そ
の
後
、
田
中
の
後
を
襲
っ
た
三
木
武
夫
首
相
は
、
防
衛
庁
長
官
に
ハ
ト
派
と
し
て
知
ら
れ
た
坂
田
道
太
を
任
命
し
、
防
衛
大
綱
を
制

定
し
た
。
防
衛
大
綱
に
お
い
て
は
、
田
中
内
閣
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
平
和
時
の
防
衛
力
」
を
具
体
化
さ
せ
る
為
に
、
国
防
費
の
定
量

的
規
制
が
目
指
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
比
で
一
％
に
国
防
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
が
、
特
に
理

論
的
根
拠
に
基
づ
い
た
数
字
で
は
な
く
、
政
治
的
・
社
会
的
必
要
性
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
（
真
田

二
〇
一
〇
）。
三
木
内
閣
以
降
の
歴
代
内
閣
も
国
防
費
の
抑
制
を
維
持
し
た
が
、
米
国
の
同
盟
国
に
対
す
る
国
防
費
増
額
の
要
求
が
高
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
、
一
九
八
六
年
に
当
時
の
首
相
で
あ
っ
た
中
曽
根
康
弘
が
防
衛
費
一
％
枠
の
撤
廃
を
表
明
し
、
翌
年
の
昭
和
六
二
年
度
予

三
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算
編
成
か
ら
総
額
明
示
方
式
へ
と
転
換
し
た
。
し
か
し
、
防
衛
費
が
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
を
超
え
た
の
は
一
九
八
七
│
八
九
年
度
の
み
で
あ
り
、

そ
の
数
値
も
一
・
〇
〇
四
％
、
一
・
〇
一
三
％
、
一
・
〇
〇
六
％
と
僅
か
な
超
過
に
止
ま
っ
て
い
る
（
真
田
二
〇
一
〇
）。

冷
戦
崩
壊
後
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
や
対
テ
ロ
戦
争

（
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
）
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
様
に
な
り
、
防
衛
省
や
自
衛
隊
も
中
央
即
応
集
団
や
統
合
幕
僚
監
部
の
設
置
と
い
っ
た
制
度

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
も
の
の
（
鈴
木
二
〇
一
〇
、
田
村
二
〇
〇
六
）、
引
き
続
き
予
算
の
抑
制
は
続
い
て
い
る
。

3　

安
全
保
障
と
文
民
統
制
の
あ
る
べ
き
均
衡

⑴　

仮
説
の
検
証

明
治
維
新
以
降
の
日
本
に
お
け
る
政
軍
関
係
の
変
遷
を
総
じ
て
見
る
と
、
文
民
統
制
の
確
立
か
ら
崩
壊
、
そ
し
て
再
建
、
強
化
の
過
程

で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
特
に
統
帥
権
干
犯
問
題
以
降
の
一
連
の
動
き
は
、
軍
部
に
対
す
る
文
民
に
よ
る
掣
肘
が
難
し
い
状
況
を

招
き
、
日
本
に
お
け
る
政
党
政
治
、
そ
し
て
文
民
統
制
の
崩
壊
を
招
来
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、「
文
民
統
制
と
安
全
保
障
は
対
立
関
係
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
本
稿
の
仮
説
を
検
証
し
、

あ
る
べ
き
政
軍
関
係
の
姿
を
提
示
す
る
。
本
稿
で
考
察
し
た
分
析
結
果
と
当
時
の
国
際
情
勢
を
比
較
す
る
と
、
下
記
の
通
り
と
な
る
【
表

1
】。
こ
れ
を
見
る
と
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、
安
全
保
障
、
即
ち
軍
拡
が
志
向
さ
れ
る
と
、
文
民
統
制
、
即
ち
軍
縮
が
志
向

さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
以
前
の
昭
和
期
を
除
い
て
、
最
終
的
に
は
軍
縮
志
向
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
政
府
の
対
応
や
軍
部
の
動
向
を
概
観
す
る
と
、
政
府
の
対
応
が
人
事
や
予
算
と
い
っ
た
政
策
・
戦
略
レ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
軍
部
の
動
向
は
軍
備
増
強
と
い
っ
た
戦
術
・
作
戦
レ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
様
に
、
軍
部
が
戦
術
・
作
戦
レ
ヴ
ェ
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ル
に
終
始
し
た
動
向
を
示
し
て
い
る
一
方
で
、
政
府
が
政
策
・
戦
略
レ
ヴ
ェ
ル
の
対
応
に

徹
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
文
民
統
制
と
安
全
保
障
は
対
立
構
造
を
形
成
す
る
概

念
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
昭
和
期
以
降
の
動
向
を
見
る
と
、
軍
部
よ

り
も
政
府
の
方
が
軍
拡
に
代
表
さ
れ
る
戦
術
・
作
戦
レ
ヴ
ェ
ル
の
動
向
に
関
心
が
高
く
（
5
）

、

好
戦
的
な
文
民
に
よ
っ
て
政
軍
関
係
が
変
容
し
た
こ
と
が
類
推
出
来
る
（
6
）

。
以
上
の
分
析
結

果
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
あ
る
べ
き
政
軍
関
係
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
安
全
保
障
と
文
民

統
制
の
均
衡
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑵　

あ
る
べ
き
政
軍
関
係
と
は
何
か

近
代
以
降
の
政
軍
関
係
は
文
民
統
制
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
先
進
工
業
国

に
お
い
て
よ
り
鮮
明
で
あ
る
。
そ
の
為
、
政
府
や
議
会
等
の
文
民
が
ど
の
様
に
軍
部
を
管

理
・
統
制
す
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
政
軍
関
係
研
究
の
目
的
と
な
る
。
こ
の
様
な
前

提
を
踏
ま
え
、
あ
る
べ
き
政
軍
関
係
の
姿
を
検
討
す
る
。

民
主
主
義
の
理
想
を
鑑
み
る
と
、
主
体
的
文
民
統
制
を
採
用
し
、
政
治
家
や
高
級
官
僚

と
い
っ
た
文
民
が
戦
術
や
作
戦
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
関
与
す
る
こ
と
が
一
面
に
お
い
て
妥
当
で

あ
る
。
し
か
し
、
理
想
的
な
政
軍
関
係
の
も
う
一
つ
の
前
提
は
、
充
実
し
た
安
全
保
障
を

担
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
為
、
平
時
か
ら
一
定
程
度
の
権
限
を
軍
部
に
委
譲
す
る
客

【表 1】　近代日本における政軍関係の傾向
国際情勢 軍部の動向 政府の対応

明治期
（日露戦争以後）

日露戦争
（仮想敵国の設定）

2個師団の増設要求
（軍拡志向）

人事権の掌握
（軍部大臣現役武官制の廃止）

大正期
第 1次世界大戦

（総力戦概念の登場・伝播）
軍備（人員を含む）の質的拡充

（軍拡志向）
財政権の掌握

（軍備管理の実施）

昭和期
（太平洋戦争以前）

太平洋戦争
（国力を越えた戦争→敗戦）

軍縮条約締結に反対
満州事変を企図・実施

（軍拡志向）

軍縮条約締結を断行
満州事変拡大を容認

（文民統制達成に対する慢心）

昭和期
（太平洋戦争以後）

冷戦
（日米安保体制の確立・深化）

日米安保体制を前提とした軍備拡充
（軍拡志向）

人事権・財政権の掌握
（文官統制・防衛費 1％枠の確立）

著者作成
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政
軍
関
係
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あ
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に
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す
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一
研
究
（
小
森
）

（
八
八
一
）

体
的
文
民
統
制
こ
そ
が
理
想
的
な
文
民
統
制
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
客
体
的
文

民
統
制
を
構
成
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
基
礎
付
け
る
団
体
性
（coporateness

）
は
、
近
衛
兵
主
義
（praetorianism

）
へ
と
変

容
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
人
事
や
予
算
を
文
民
が
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
衛
兵
主
義
へ
の
変
容
を
抑
制
し
、
変

容
し
た
場
合
に
は
高
級
将
校
の
更
迭
や
予
算
の
執
行
停
止
と
い
っ
た
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
衛
兵
主
義
に
変
化
し
な
い
様
な
文

民
に
よ
る
管
理
・
統
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

近
代
以
降
の
日
本
に
お
い
て
は
、
太
平
洋
戦
争
前
は
客
体
的
文
民
統
制
が
形
成
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
後
は
主
体
的
文
民
統
制
が
構
築
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
変
化
は
、
客
体
的
文
民
統
制
が
慣
習
に
基
づ
い
て
い
た
為
に
太
平
洋
戦
争
を
招
来
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
と
し
て
の

日
本
国
憲
法
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
の
提
唱
以
降
、
安
全
保
障
を
軽
視
或
い
は
無
視

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
国
内
外
の
情
勢
が
主
体
的
文
民
統
制
の
採
用
を
許
容
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
冷
戦
崩
壊
後
、
日
本

を
取
り
巻
く
国
際
環
境
が
急
激
に
変
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
自
衛
隊
の
任
務
が
増
加
し
た
こ
と
や
冷
戦
期
は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
る
様
に
な
り
、
自
衛
隊
の
派
遣
先
に
お
け
る
能
動
的
な
活
動
を
許
容
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た

こ
と
が
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
文
官
統
制
と
も
揶
揄
さ
れ
て
き
た
日
本
に
お
け
る
文
民
統
制
が
客
体
的
文
民

統
制
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
自
体
が
主
体
的
文
民
統
制
の
限
界
を
示
し
、
客
体
的
文
民
統
制
の
有
用
性
を
示
し
て
い
る
と
結
論
付
け

ら
れ
る
。

4　

結
語

本
稿
で
は
日
本
を
事
例
に
、
あ
る
べ
き
政
軍
関
係
を
検
討
し
て
き
た
。
結
論
と
し
て
は
、
文
民
統
制
と
安
全
保
障
は
対
立
す
る
概
念
で
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四
年
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月
）

（
八
八
二
）

は
な
い
こ
と
、
国
家
構
造
に
お
け
る
文
民
統
制
と
安
全
保
障
の
関
係
性
を
考
察
す
る
際
に
、
緊
急
性
の
高
い
事
案
に
対
応
し
、
か
つ
民
主

主
義
を
担
保
し
得
る
客
体
的
文
民
統
制
が
あ
る
べ
き
政
軍
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
析
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
論
を
踏
ま
え
、
最
後
に

今
後
の
政
軍
関
係
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
若
干
の
展
望
を
述
べ
た
い
。

ま
ず
、
文
民
統
制
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
文
民
の
軍
事
へ
の
過
剰
介
入
に
関
す
る
研
究
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
政
治
家
と
軍
人
の
考
え
方
の
違
い
（civil-m

ilitary gap

）
に
注
目
し
た
研
究
が
幾
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
（
彦
谷
二
〇
〇
七
）。
政

軍
関
係
研
究
に
お
け
る
文
民
統
制
は
、
軍
部
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
等
へ
の
対
応
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
民
の
軍
事
へ
の
過
剰
介
入
、

端
的
に
は
文
民
の
暴
走
と
も
言
う
べ
き
事
態
は
殆
ど
想
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
け
る
戦
争
指

導
を
鑑
み
る
と
、
文
民
の
暴
走
と
し
か
形
容
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
態
が
発
生
し
て
い
る
（W

oodw
ard 2004, W

oodw
ard 2006

）。
そ

の
為
、
よ
り
充
実
し
た
文
民
統
制
を
考
察
す
る
為
に
は
、
文
民
の
軍
事
へ
の
関
心
度
合
い
に
注
目
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
安
全
保
障
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
冷
戦
崩
壊
以
降
、
人
間
の
安
全
保
障
等
と
い
っ
た
非
伝
統
的
安
全
保
障
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
が
、
軍
事
的
安
全
保
障
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
安
全
保
障
を
前
提
と
し
て
い
る
既
存
の
政
軍
関
係
研
究
で
は
対
応
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
へ
の
脅
威
に
注
目
し
て
も
、
正
規
軍
が
脅
威
と
な
る
可
能
性
は
低
下
す
る
一
方
、
国
家
に
属

さ
な
い
テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
脅
威
が
増
大
し
て
お
り
、
伝
統
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
で
は
対
応
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
為
、

こ
の
様
な
安
全
保
障
環
境
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
っ
て
提
唱
さ
れ
た
非
伝
統
的
安
全
保
障
に
対
応
し
た
政
軍
関
係
理
論
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

以
上
の
政
軍
関
係
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
戦
争
や
そ
れ
に
準
じ
た
事
態
が
発
生
し
た
場
合
或
い
は
そ

こ
に
至
る
ま
で
の
政
治
家
や
高
級
官
僚
と
い
っ
た
文
民
の
行
動
に
注
目
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
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政
軍
関
係
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に
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す
る
一
研
究
（
小
森
）

（
八
八
三
）

に
よ
り
、
理
想
的
な
政
軍
関
係
を
構
築
す
る
為
の
課
題
を
析
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
文
民
の
軍
事

へ
の
介
入
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
研
究
（F

eaver 2003

）
だ
け
で
な
く
、
否
定
的
に
評
価
し
た
研
究
（D

esch 2007

）
も
存
在
し
て
お
り
、

未
だ
研
究
者
の
間
で
も
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
様
な
学
界
動
向
を
踏
ま
え
、
他
日
を
期
し
て
論
じ
た
い
。

（
1
） 

政
軍
関
係
の
諸
段
階
に
つ
い
て
、
政
軍
関
係
研
究
の
大
家
で
あ
る
パ
ー
ル
マ
タ
ー
（A

. P
erlm
utter

）
も
指
摘
し
て
い
る
が
（perlm

utter 

1977

）、
本
稿
は
政
治
体
制
よ
り
も
経
済
的
な
発
展
段
階
に
注
目
し
て
い
る
。

（
2
） 

例
え
ば
、
日
本
の
公
共
放
送
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
戦
争
と
平
和
（http://w

w
w
.nhk.or.jp/w

ar-peace/

）」
と
称
し
た
特
集
を

ｗ
ｅ
ｂ
上
で
行
い
、
戦
争
と
平
和
が
対
義
語
で
あ
る
か
の
様
な
扱
い
を
し
て
い
る
。

（
3
） 

本
会
議
に
は
、
日
米
英
以
外
に
仏
伊
も
招
聘
さ
れ
た
が
、
両
国
は
国
際
連
盟
に
お
け
る
交
渉
を
優
先
さ
せ
る
と
し
て
出
席
を
辞
退
し
た
。

（
4
） 

日
米
両
国
は
当
時
想
定
さ
れ
て
い
た
日
米
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
近
海
で
の
艦
隊
決
戦
で
勝
敗
が
確
定
す
る
と
予
想
し
て
お
り
、
日
本
は
太
平

洋
を
横
断
す
る
米
国
艦
隊
を
潜
水
艦
や
空
母
機
動
部
隊
、
補
助
艦
艇
で
攻
撃
し
、
決
戦
海
域
到
着
ま
で
に
米
国
艦
隊
の
戦
力
を
削
る
と
い
う
対
抗
策

を
検
討
し
て
い
た
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
為
に
は
、
日
本
の
補
助
艦
艇
は
対
米
比
七
割
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
日
米
の
共
通
見
解
で
あ
っ
た
。

そ
の
為
、
日
本
は
七
割
を
主
張
し
、
米
国
は
六
割
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
関
二
〇
〇
七
：
一
二
七
│
一
三
一
）。

（
5
） 

文
民
に
よ
る
戦
術
・
作
戦
レ
ヴ
ェ
ル
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
さ
れ
た
い
（
小
森
二
〇
一
三
）。

（
6
） 

三
浦
瑠
麗
は
米
国
を
事
例
と
し
て
、
文
民
の
好
戦
性
を
論
証
し
て
い
る
（
三
浦
二
〇
一
二
）。

引
用
・
参
考
資
料

青
木
得
三
（
一
九
五
八
）『
日
本
首
相
列
伝
⑪　

若
槻
礼
次
郎　

浜
口
雄
幸
』
時
事
通
信
社
。

池
井
優
（
一
九
六
八
）「
近
代
日
本
に
お
け
る
軍
部
の
政
治
的
地
位
」
慶
應
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
編
『
変
動
期
に
お
け
る
軍
部
と
軍
隊
』
慶
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
八
四
）

応
通
信
。

池
井
優
（
二
〇
〇
二
）『
三
訂　

日
本
外
交
史
概
説
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

伊
藤
隆
（
一
九
六
九
）『
昭
和
初
期
政
治
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
。

伊
藤
之
雄
（
二
〇
〇
五
）『
昭
和
天
皇
と
立
憲
君
主
制
の
崩
壊
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

稲
葉
正
夫
、
小
林
龍
夫
、
島
田
俊
彦
、
角
田
順
（
一
九
八
八
）『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道　

開
戦
外
交
史≪

新
装
版≫

　

別
巻　

資
料
編
』
朝
日
新
聞
社
。

井
上
寿
一
（
二
〇
一
〇
）『
山
県
有
朋
と
明
治
国
家
』
日
本
放
送
出
版
協
会
。

岩
井
忠
熊
（
二
〇
〇
三
）『
西
園
寺
公
望
』
岩
波
新
書
。

上
西
朗
夫
（
一
九
八
六
）『
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠　

防
衛
政
策
の
検
証
』
角
川
書
店
。

臼
井
勝
美
（
一
九
九
八
）『
日
中
外
交
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
。

内
田
尚
孝
（
二
〇
〇
六
）『
華
北
事
変
の
研
究
』
汲
古
書
院
。

江
畑
謙
介
（
二
〇
〇
一
）『
強
い
軍
隊
、
弱
い
軍
隊
』
並
木
書
房
。

大
蔵
省
財
政
史
室
編
（
一
九
九
九
）『
昭
和
財
政
史　

昭
和
二
七
〜
四
八
年
度　

第
一
九
巻
（
統
計
）』
東
洋
経
済
新
報
社
。

大
前
信
也
（
二
〇
〇
六
）『
昭
和
戦
前
期
の
予
算
編
成
と
政
治
』
木
鐸
社
。

奥
西
孝
至
、

澤
歩
、
堀
田
隆
司
他
（
二
〇
一
〇
）『
西
洋
経
済
史
』
有
斐
閣
ア
ル
マ
。

加
藤
治
彦
（
編
）（
二
〇
〇
一
）『
年
表
で
見
る
日
本
経
済
の
足
ど
り
』
財
経
詳
報
社
。

加
藤
陽
子
（
二
〇
〇
七
）『
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
へ
』
岩
波
新
書
。

金
森
久
雄
、
香
西
泰
、
加
藤
裕
己
（
編
著
）（
二
〇
一
〇
）『
日
本
経
済
読
本
（
第
一
八
版
）』
東
洋
経
済
新
報
社
。

川
田
稔
（
二
〇
〇
九
）『
浜
口
雄
幸
と
永
田
鉄
山
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
。

神
田
文
人
（
一
九
九
四
）『
占
領
と
民
主
主
義
』
小
学
館
。

北
岡
伸
一
（
一
九
九
九
）『
政
党
か
ら
軍
部
へ　

一
九
二
四
〜
一
九
四
一
』
中
央
公
論
新
社
。

北
岡
伸
一
（
二
〇
一
一
）『
日
本
政
治
史
』
有
斐
閣
。
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政
軍
関
係
の
あ
り
方
に
関
す
る
一
研
究
（
小
森
）

（
八
八
五
）

北
岡
伸
一
（
二
〇
一
二
）『
官
僚
制
と
し
て
の
日
本
陸
軍
』
筑
摩
書
房
。

近
代
戦
史
研
究
会
（
編
）（
一
九
八
五
）『
国
家
戦
略
の
分
裂
と
錯
誤
（
中
）』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
。

久
保
卓
也
（
一
九
七
一
）「
防
衛
力
整
備
の
考
え
方
（
Ｋ
Ｂ
個
人
論
文
）」

（http://w
w
w
.ioc.u-tokyo.ac.jp/̃w

orldjpn/docum
ents/texts/JP

S
C
/19710220.O

1J.htm
l

）（
二
〇
一
二
年
九
月
一
八
日
検
索
）。

黒
川
雄
三
（
二
〇
〇
三
）『
近
代
日
本
の
軍
事
戦
略
概
史
』
芙
蓉
書
房
出
版
。

黒
沢
文
貴
、
斎
藤
聖
二
、
櫻
井
良
樹
（
編
）（
二
〇
〇
一
）『
国
際
環
境
の
な
か
の
近
代
日
本
』
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〇
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政
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係
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hicago: U
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ress
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弘
（
訳
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五
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版
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付
記
：
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））（
研
究
課
題
名
：
戦
前
期
日
本
の
司
法
と
軍
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
の
軍
法
務
官

に
関
す
る
実
体
研
究
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
、
日
本
政
治
学
会
二
〇
一
三
年
度
研
究
大
会
分
科
会
Ｅ
3
で
報
告
し
た
内
容
に
加
筆
・
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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